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毎
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１
月
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初
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一
、
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　　　昨年12月、２人の方が100庸の誕生日咆迎えました。

　おふたりに百歳まで生きる、長寿の秘訣庖教えていただきました!

　　　．．　目黒曼匹万

　　　｜心　　　　　　　　　　(上町)　　　　　　　　　　目黒さんから直筆のﾒｯｾｰｼﾞ

　圓

明治41年12月15日生　　を｀'たきましたﾛ

　毎日好き嫌いな(家族と同じ食事を痍へ､大きな病気をした　

で砕域

　ことかないほど､元気に洒こしています相撲が大好きて､相撲　　百祠　　
１

　中略か始まると､ﾃﾚﾋﾞの前に同取り､観戦しているそうです　　法
　　　　　　　　………･,‥゛4f

ぴ

　　　　　　　婦そろっでとでもお元気です　　　よまゝ１､９

　　ｎ　　　　　　白歳を目標に夫媚て競い合い．淘牟

　　　　　　－　　　支えあいなから生活してしヽるご　　　工ゝ｀4｀
la;

　　　　　　一　心ヽ､i活に,ヽ･４与え7いる日１

　　　　　　　のてしｏ、　　　ヱナ

　　　　　　　　｢7に若い気持ちていること_　　　１　

て氏

幽

か長寿の秘訣と教えていたき　　糾

　　　　　　　ｌした

百眺お祝い命にて爽ぎんと

　関ロナカノa4

　　(長井)

　弛

ｰ

　　　　　　ｊ　‘　／

　･津坂下町に生まれたﾅｶﾞﾉさんは､大正15年に結婚､6人　　　　－

　のお子さんに恵まれ､&年､澗業に従lしできました現在で

　はお孫さんか14人､曾孫さんが瓦人いらっしゃるそうです．　　・

　まヽ

題

　ことです、　　　　　　　　　ｋ．

　また､毎日家族と一緒に3食残さず食べており､特に､甘い　明から2列目の中央がﾅｶﾉさん。

　ものか大好きなのだそうです

ｉ

会深坂下町役瑞総葛－喩‐広報班ｉ９６ＭＳ２　　　１

福島県河沼郡会津坂下町字市中三番甲35殴番地　
秦喘端．ｉ
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